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障
害
者
が
地
域
社
会
に
積
極
的
に
参
加
す
る
意
欲

を
高
め
る
た
め
、
国
で
は
毎
年
十
二
月
九
日
を

「
障

害
者
の
日
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
 

こ
れ
は
、
国
際
連
合
が
昭
和
五
十
年
十
二
月
九
日

に

「
障害
者
の
権
利
宣
言
」
を
採
択
し
た
の
を
受
け

て
、
平
成
五
年
の
障
害
者
基
本
法
の
制
定
に
よ
り
設

け
ら
れ
ま
し
た
。
 

ま
た
、
障
害
者
週
間

（
十二
月
三
日
5
九
日
）
も

設
定
さ
れ
、
障
害
者
の
社
会
参
加
を
困
難
に
し
て
い

る
地
域
社
会
そ
の
他
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
障
壁
を
除
去

す
る
「
バ
リ
ア
フ
リ
ー
社
会
」
 
の
実
現
を目
指
す
週

間
と
し
て
い
ま
す
。
 

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
心
の
交
流
を
 

市
内
太
刀
打
の
高
杉
勝
彦
さ
ん
同
は
七
年
前
か
ら

リ
ハ
ビ
リ
の
延
長
で
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
を

始
め
ま
し
た
。
現
在
は
、
青
森
県
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
の
キ
ャ
プ
テ
ン
と
し
て
活
躍
中
で

す
。
高
杉
さ
ん
は

「
ス
ポ
ー
ツ
を
や
っ
た
こ
と
に
よ

り
ス
ポ
ー
ツ
以
外
の
人
間
関
係
が
良
く
な
り
多
く
の

友
達
を
得
た
こ
と
、
そ
し
て
福
祉
な
ど
に
関
す
る
情

報
交
換
の
場
を
と
お
し
て
自
分
の
世
界
を
広
く
す
る

こ
と
が
で
き
た
」
 
と
話
して
く
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
 

「健
常
者
で
は
な
ん
で
も
な
い
数
セ
ン
チ
の
段
差
や

透
き
間
な
ど
が
車
椅
子
の
歩
行
で
は
大
変
」
と
話
し

な
が
ら
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
大
切
さ
を
話
し
て
い
ま
し

た
 

。
 た

だ
今
、
車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
員

を
募
集
し
て
い
ま
す
。
片
足
切
断
な
ど
下
肢
に
障
害

の
あ
る
人
だ
っ
た
ら
参
加
で
き
ま
す
。
連
絡
先
は
、
 

。
1
11五
ー
〇
五
六
九
 
高
杉
ま
で
 

障
害
者
が
健
常
者
と
同
じ
よ
う
に
生
活
し
活
動
す

る
ノ
ー
マ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
へ
の
取
り
組
み
が
、
新

し
い
街
づ
く
り
に
つ
な
が
り
ま
す
。
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■予算額

ロ支出済額 
「 

支出済額 8, 484, 184千円 収入率 39.0% 

農林水産業費 

歳 

出 

費
費
費
費
費
費
費
 

生

木
務
育
債
生
防
 

民

土
総
教
公

衛
消
 

商
 

他
 

費
 

工
 

  

一～
~~~~~ 

市の財政がどのように運営
され、どのような状況にあ
廻、お讐らせします。 

 

況をお知らせします 

と平成相年度決算状況
ノ 

   

      

平成11年度一般会計歳入歳出予算執行状況（平成11年度 9 月30日現在） 
歳入歳出予算額 21,734,051千円（平成10年度繰越分 741,769千円含） 

l 
I 

I 4 ,933,173 
7,188,853 

」
  

I 
l3092656 

4,482,635 

3,213,261 
1 772 255 

]37,100 

泊
  

2,492.600 

コ131.901 

■予算額

ロ収入済額 

-643.81 
   251,922 

-574.02C 
コ103. 648 

'2,021,715 
~ 1,241,436 

収入済額 10, 564, 091千円 収入率 48.6% 

地方交付税 

市 	税 

国庫支出金 

市 	債 

県 支 出 金

分担金・負担金

諸 収 入

地方譲与税 

平成10年度一般会計歳入歳出決算の状況（見込み）〈平成 9年度繰越分97.016千円含む〉 

平成10年度一般会計の収入額は、前年度に比べて9.4％減、支出額は前年度に比べてH.7％の減となっています。 

差引余剰金は、735,190千円ですが、翌年度に繰り越した財源が457,396千円含まれていますので、実質277,794千円となってします。 	（単位：千円） 

歳 入 区 分 
最終予算額 

A 
収
 
入

B
 

額
 

差 	引 
B-A 

歳 出 区 分 
最終予算額 

A 
支
 
額

出

B
  

差 	引 
B-A 

市 	 税 4,432,248 4,475,734 43,486 議 会 費 232,484 227,424 L5,060 
地 方 譲 与 税 161,861 161,861 0 総 務 費 2,241,407 2,182,634 L58,773 
利 子 割 交 付 金 34,368 34,368 0 民 生 費 5,053,173 5,033,069 △20,1 04 
地方消費税交付金 471,170 471,170 0 衛 生 費 2,191,057 2,174,587 Z1 6,470 
特別地方消費税交付金 1

7
,
1
1
 

旧
  

17,118 0 労 働 費 168,739 154,191 △1 4,548 
自動車取得税交付金 85,525 85,525 0 農 林 水 産 業 費 1,027,610 1,014,063 Z1 3,547 
地 方 交 付 税 6,973,253 6,973,253 0 商 エ 費 814,720 519,523 △295,1 97 
交通安全対策特別交付金 10,653 10,653 0 土 木 費 4,291,259 3,957,606 △333,653 
分担金及び負担金 630,477 628,480 △1,997 消 防 費 833,105 832,522 △583 
使用料及び手数料 265,946 268,813 2,867 教 育 費 2,020,956 1,846,601 △1 74,355 

国 	庫 	支 	出 	金 3,428,746 3,293,432 Z135,314 災 害 復 旧 費 33,642 33,369 △273 
県 	支 	出 	金 1,235,376 1,233,216 △2,160 公 債 費 2,003,907 2,003,345 △562 

財 	産 	収 	入 205,134 231,170 26,036 諸 支 出 金 44,242 38,815 △5,427 

寄 	附 	金 42,222 39,652 △2,570 予 備 費 8,514 0 △8,51 4 

繰 	入 	金 19,461 19,441 △20 
繰 	越 	金 170,166 170,166 0 
諸 	収 	入 515,391 524,587 9,196 
市 	 債 2,265,700 2,114,300 △151,400 

合 	 計 20,964,815 20,752,939 △211,876 合 計 20,964,815 20,017,749 △947,066 

平成10年度特別会計歳入歳出決算の状況（見込み） 

会 	計 	区 	分 収 入 済 額（千円） 支 出 済 額（千円） 

国 民 健 康 保 険 事 業 勘 定 特 別 会 計 4,582,448 4,429,084 

老 	人 	保 	健 	特 	別 	会 	計 3,831,041 3,829,807 
高 等 看 護 学 院 特 別 会 計 73,247 73,247 
下 	水 	道 	事 	業 	特 	別 	会 	計 1,832,882 1,821,982 
農 業 集 落 排 水 事 業 特 別 会 計 55,712 55,712 
公 共 用 地 先 行 取 得 事 業 特 別 会 計 3 0 2,04 6 3 02,0 4 6 
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（平成11年 9 月30日現在） 
市有財産の状況 

(―般会計及び特別会計） 
―時借入金残高の状況 

目的別市債の状況 
( ）は構成比率 

12,018,103 千円 

(51.5%) 

災害復旧債他 
385,867 千円 

(1.7%) 

消 防 債 
365,982 千円 （1.6%) 

農林水産業債 い53,636 干円（4.9%) 

民生債 	5 11.197 干円（2.2%) 

借入先別市債の状況 
	一 	（ ）は構成比率 

／算讐＼ \ 
／市債総額に轟「 

‘奪省 
③257.122 干円 

(14.0%) 

青 森 県 
249,495 千円 

(1.1%) 

23,314,622千円 

青森銀行 

a618,369千円 

(15.5%) 

青森県市町村職員共済組合他 
614,836 千円 （2.6%) 

借入先別市債の状況 

市民1り当たり88,204円、一世帯当たり246,245円 

( ）は構成比率 

固定資産税 

2039.458千円 粛 1.860,82 

4,482,635 千円 

(3,092,656 千円 69.0%) 

(1,730,131千円 
84.8%) 

(1.007,377 干円 
54.1%) 

軽自動車税他 68,716 干円 
(68,520 干円 99.7%) 

たばこ税 400,927 千円 
(204,9721円 51.1%) 

都市計画税 112.707 千円 
181,656 干円 103.5%) 

(24.5%) 

債 858,112 千円 

(42.3%) 

五所川原市の財政状 

×
平成11年度予算施行状 

平成11年度 特別会計歳入歳出 
予算の執行状況 

（平成11年 9 月30日現在） 

会 計 区 分 
予算現在額 

（千円） 

収入済額 

（千円） 

収入率 

(%) 
支出済額 

（千円） 

支出率 

(%) 

国民健康保険事業勘定 

特 	別 	会 	計 
4,565,801 1,538,562 33.7 1,676,503 36.7 

老人保健特別会計 3,923,248 1,712,381 43.6 1,804,405 46.0 

高等看護学院

特 別 会 計 
76,494 3,650 4.8 32,217 42.1 

下水道事業特別会計 
（平成10年度繰越分 

180,400千円含） 
2,007,056 212,430 10.6 712,608 35.5 

農業集落排水事業

特 別 会 計 
59,292 4,195 刀

  
25,850 43.6 

公共用地先行取得事業 

特 	別 	会 	計 
41,443 0 0.0 20,816 50.2 

土 	 地 3,909,878.18 	m' 

うち山林 373,533.00 	m' 

建 	 物 235,327.51 	m' 

有 	価 	証 	券 316,652 千円 

出 	資 	に 	よ 	る 	権 利 118,477 千円 

自 	 動 	 車 149 	台 

債 	 権 619,986 千円 

五所川原市土地開発基金 499,514 千円 

五所川原市財政調整基金 230,517 千円 

五所川原市特別導入事業基金 618 千円 

国民健康保険財政調整基金 99,666 千円 

五 所 川 原 市 減 債 基 金 9,657 千円 

五所川原市ふるさと創生基金 126,379 千円 

五所川原市地域福祉基金 341,860 千円 

五所川原市美術館建設基金 80,079 千円 

動 	 物 （牛） 39 	頭 

月（末） 金 	 額 

4 792,840千円 

5 0千円 

6 0千円 

7 0 千円 

8 0千円 

9 0千円 

3 平成11年12月 1日 	五所川原市役所 ft35-2111 
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平
和
な
未
来
へ
 
橋
渡
し
 

納
期
内
完
納
は組
合
員
み
ん
な

e合
言
葉
 

伝
統
の
歌
や踊
り
で

北
方
領
土
返
還

要
求
 

五
所
”
原
市
税
完納
表
彰
式
 
楽

し
い
一
日
 

西
北
五
民
俗
芸
能
フ
ェ

ア
 

青
森
県
民
大
会

を
開
催
 

ぞとと』‘互題主返塗豊丞責査塁犀本‘ 

●ド「,Aユ Ia
aa 一一ー一一」ー一,竺竺と聖で竺とー一ーーー一ー‘糾 

落 幡
護 
し 

し ま 

四島返還 
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北
方
領
土
問
題
の
正
し
い
認
識
と
理

解
を
深
め
、
択
捉
島
、
国
後
島
、
色
丹

島
及
び
歯
舞
群
島
の
北
方
四
島
の
返
還

要
求
に
対
す
る
県
民
世
論
を
さ
ら
に
高

め
る
こ
と
を
目
的
に
、
十

一
月
十
日
、
 

ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
平
成
十

一
年
度
北
方
領
土
返
還
要
求

青
森
県
民
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
 

同
大
会
は
県
内
六
十
七
市
町
村
や
議

会
、
各
種
団
体
な
ど
で
組
織
す
る
青
森

県
北
方
領
土
返
還
促
進
協
議
会
（
会
長
 

・

太
田
定
昭
県
議
会
議
長
）
が
昭
和
五

十
四
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
当

市
開
催
と
な
っ
た
今
回
も
市
町
村
関
係

者
ら
約
三
百
六
十
名
が
出
席
、
太
田
会
 
 

大

会
決
議

（
抜
粋
）
 

政
府
並
び
に
国
会
は
、
北
方
領
土

問
題
の
解
決
促
進
の
た
め
、
さ
ら
に

努
力
す
る
よ
う
強
く
要
望
し
ま
す
。
 

〇
今
世
紀
中
に
北
方
四
島

一
括
返
還
 

が
実
現
す
る
よ
う
、
対
口
外
交
交
 

渉
を
強
力
に
進
め
る
こ
と
。
 

〇
北
方
四
島
と
の
交
流
事
業
の
積
極

的
推
進
を
図
る
こ
と
。
 

〇
北
方
領
土
教
育
の
拡
充
と
青
少
年

に
対
す
る
啓
発
活
動
を
図
る
こ
と
。
 

長
が
 「
早期
返
還
の
た
め
、
こ
の
大
会

を
契
機
に
県
民
世
論
を
盛
り
上
げ
て
い

き
ま
し
ょ
う
」
と
挨
拶
し
た
後
、
成
田

栄
子
副
知
事
、
今
大
会
の
実
行
委
員
会

会
長
で
あ
る
成
田
市
長
が
祝
辞
、
歓
迎

の
挨
拶
を
述
べ
ま
し
た
。
 

そ
の
後
、
七
月
に
北
方
領
土
を
訪
問

し
た
促
進
協
議
会
事
務
局
の
蒔
田
隆
雄

さ
ん
が
現
在
の
四
島
の
様
子
を
ス
ラ
イ

ド
で
紹
介
、
最
後
に
大
会
決
議
、
大
会

宣
言
を
採
択
し
、
閉
幕
し
ま
し
た
。
 

ま
た
大
会
終
了
後
、
外
交
評
論
家
の

津
英
武
氏
に
よ
る
 
「日
口
平
和
条
約
交

渉
の
裏
側
」
と
題
し
、
記
念
講
演
も
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
 

十
一
月
二
十
二
日
、
産
経
会
館
五
階

に
お
い
て
平
成
十
一
年
度
五
所
川
原
市

税
完
納
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
長
年
に
わ

た
り
納
期
内
完
納
に
協
力
さ
れ
、
納
税

思
想
の
高
揚
と
租
税
知
識
の
普
及
に
尽

、
 

力
さ
れ
た
納
税
功
労
者
二
名
、
優
良
納

税
貯
蓄
組
合
十
四
組
合
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
 

式
の
中
で
成
田
市
長
は
、
 「
皆様
方

の
納
め
る
市
税
は
血
と
汗
の
結
晶
で
あ

る
と
認
識
し
、
納
得
納
税
に
心
が
け
る

と
と
も
に
合
理
的
か
つ
効
果
的
な
財政

運
営
に
鋭
意
努
力
を
傾
け
ま
す
」
と
式

辞
を
述
べ
た
後
、
受
賞
者
を
代
表
し
て

鶴
ケ
岡
第
四
納
税
貯
蓄
組
合
の
小
野
稔
 
 

組
合
長
が

「納
税
は
市
民
の
義
務
と
信

じ
て
、
納
期
内
完
納
に
努
め
て
ま
い
り

ま
し
た
。
私
達
の
納
め
た
税
金
が
、
五

所
川
原
市
の
躍
進
に
活
か
さ
れ
れ
ば
幸

い
で
す
」
 と
謝
辞
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。
 

皆
様
の
ご
協
力
に
対
し
、
深
く
感
謝

い
た
し
ま
す
。
 

表
彰
さ
れ
た
方
々
は
次
の
と
お
り
で

す
。
 
順
不
同
、
敬
称
略
）
 

◇
納
税
功
労

者
 

・

平
井
町
納
税
貯
蓄
組
合
 
会
計

嶋
口
 
慶
治
 

・

水
野
尾
農
友
納
税
貯
蓄
組
合
長

森
 

敏
雄
 

◇
優
良
納
税
貯
蓄
組
合
 

・

敷
島
町
納
税
貯
蓄
 
組
合
（
以
下
略）
 

・

布
屋
町
・
日
の
出
町

・
石
畑
・
宮
田
 

・

俵
元

・
福
岡
第
一

・
松
野
木
・
毘
沙

門
遺
族
・
鶴
ケ
岡
・
鶴
ケ
岡
第
四

・

川
山
親
交

・
沖
飯
詰
曙
・
沖
飯
詰
 

納
税
貯
蓄
組
合

に
 

加
入
し

ま
し
ょ

う
 

※
加
入
の
ご
相
談
は
、
地
域
の
納
税

貯
蓄
組
合
ま
た
は
収
納
課
へ
ど
う

ぞ
。
 

十

一
月
十
八
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
岡
五
所
川
原
市

観
光
協
会
が
主
催
す
る
、
第
二
十
六
回

西
北
五
民
俗
芸
能
フ
ェ
ア
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
 

菊
池
助
役
か
ら
「
伝
統
の
民
俗
芸
能

の
火
を
絶
や
さ
ぬ
為
、
毎
年
た
く
さ
ん

の
方
が
参
加
し
て
く
だ
さ
る
の
は
非
常

に
喜
ば
し
い
」
 と
挨
拶
が
昂
っ
た
後
、
 

西
北
五
民
俗
芸
能
連
合
会
か
ら
今
年
参

加
し
た
十
団
体
が
、
特
別
ゲ
ス
ト
の
青

森
県
民
謡
王
座
獲
得
者
の
鶴
田
清
美
さ

ん
、
三
味
線
・
尺
八
名
手
の
花
田

一
蔵

さ
ん
と
と
も
に
民
謡
、
獅
子
踊
り
、
登

山
唯
子
等
を
披
露
し
、
集
ま
っ
た
観
客

は
秋
の
一
日
を
民
俗
芸
能
で
賑
や
か
に

楽
し
み
ま
し
た
。
 

》
 



本番に出場した20組の皆さん 

市内小中音楽暁 

厳 「迷ったら渡るな走るな次を待て」 

「冬の交通安全運動」が実施されます 

■期間 平成11年12日11日山～12月20日卿 

■重点目標 

① 冬道の安全運転の推進 

② 飲酒運転の追放 

十

一
月
八
日
、
中
国
河
北
省
の
王
基
武
（
わん
じ

ー
う
）
邸
県
（
き
ゆう
け
ん
）
人

民
政
府
副
県
長
や
貿
易
、
農
業
関
係
な
ど
の
経
済
訪
日
代
表
団
一
行
五
人
が
市
役

所
を
表
敬
訪
問
し
ま
し
た
。
 

本
市
を
訪
れ
た
の
は
、
今
年
発
足
し
た
西
北
五
発
明
研
究
会
（
境
谷
定雄
会
長
）
 

と
の
交
流
が
き
っ
か
け
で
、
本
県
の
農
業
、
科
学
工
業
を
は
じ
め
と
す
る
産
業
を

視
察
し
協
力
体
制
を
築
く
た
め
来
日
し
ま
し
た
。
 

成
田
市
長
の
歓
迎
の
言
葉
に
「
い
ろ
い
ろ
な
面
で
今
後
も
交
流
を
続
け
た
い
」
 

と
王
邸
県
副
県
長
が
答
え
て
い
ま
し
た
。
 一
行
は
、本
市
の
職
業
能
力
開
発
短
期

大
学
校
や
県
内
の
工
場
な
ど
を
見
学
し
た
後
、
発
明
研
究
会
と
今
後
の
協
力
と
交

流
を
約
束
し
た
協
議
書
を
取
り
交
わ
し
て
帰
国
し
ま
し
た
。
 

河
北
省
邸
県
は
、
首
都
北
京
の
南
四

百
キロ
屑
にあ
る
、
漢
時
代
の
五
大
都
市

の
始
皇
帝
の
出
身
地
郎
邸
市
の
東
部
に

あ
り
、
面
積
は
四
五
五
平
方
キロ
屑
、人

口
二
十
万
人
。
 

産
業
は
、
農
業
資
源
が
豊
富
で
小
麦
、
 

と
う
も
ろ
こ
し
、
木
綿
、
り
ん
ご
な
ど

が
栽
培
さ
れ
る
中
国
を
代
表
す
る
農
業

地
域
で
す
。
現
在
は
工
業
が
急
速
に
発

展
し
て
、
工
業
関
係
の
会
社
が
二
百
社

あ
り
、
主
に
織
物
、
科
学
薬
品
、
機
械

製
造
業
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
 

代
表
団
は
次
の
五
人
の
方
々
で
す
。
 

団
長
王

基
式
（
邸
県副
県
長
）
左
か
ら2
番
目
 

今

ぎ
唄
（邸
県
経
済
貿
易
委
員
会
主
任
）左
か
ら
4
番
目
 

暑
建

え
（邸
県
農
機
目至
場
工
場
長
）左
 

幼
矛

林

（
河
北宏
宝
製
薬
K
K
社
長
）左
か
ら
5
番
目
 

梁
新

浮
（
邸
県新
馬
頭
鎮
工
易
グ
ル
ー
ブ
社
長
）
 

十

一
月
七
日
、
市
制
施
行
四
十
五
周

年
記
念
事
業
と
し
て
N
H
K

「
の
ど自

慢
」
が
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
タ

ー
 

で
開
催
さ
れ
全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま
し

た
。
 

前
日
の
六
日
に
は
、
地
元
は
も
ち
ろ

ん
十
和
田
湖
町
や
弘
前
か
ら
二
百
二
十

組
の
参
加
者
が
オ
ル
テ
ン
シ
ア
に
集
合

し
て
予
選
会
が
行
わ
れ
、
お
の
お
の
自

慢
の
歌
や
踊
り
そ
し
て
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
審
査
員
に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
審
査
の
結
果
二
十
組
が
本

大
会
に
出
場
し
そ
れ
ぞ
れ
芸
達
者
ぶ
り

を
披
露
し
、
会
場
を
お
お
い
に
沸
か
せ

て
い
ま
し
た
。
 

本
市
出
身
の
本
大
会
に
出
場
し
た
七

組
の
皆
さ
ん
の
う
ち
合
格
し
た
楢
崎
さ

ん
を
紹
介
し
ま
す
。
 

櫓
崎
誉
人
さ
ん
は
、
市
内
の
看
板
店

に
勤
務
し
普
段
か
ら
歌
が
大
好
き
で
小

さ
い
と
き
か
ら
歌
手
に
な
り
た
い
と
思

っ
て
い
た
二
十
二
歳
の
好
青
年
で
す
。
 

現
在
の
持
ち
歌
は
約
五
十
曲
。
 

「
予
選
会の
時
、
自
分
の
予
選
番
号
を

呼
ば
れ
た
と
き
は
信
じ
ら
れ
な
か
っ
た

し
、本
番
で
は
大
変
あ
が
り
ま
し
た
が
、
 

会
場
で
、
 クケ
ッ
パ
レ
誉
人
鐘
三
ア

の
お
父
さ
ん
作
成
の
垂
れ
幕
を
見
な
が

ら
歌
っ
た
こ
と
が
合
格
し
た
の
で
し
ょ

う
」
 
と
笑
顔
で話
し
て
い
ま
し
た
。
 

応
募
し
た
き
っ
か
け
は
お
母
さ
ん
に

進
め
ら
れ
た
と
か
。
 

ほ
か
の
合
格
者
の
皆
さ
ん
方
も
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

十

一
月
十
七
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
で
第
四
十
五
回
五
所
川
原

市
内
小
・
中
学
校
音
楽
発
表
会
が
開
催

さ
れ
、
千
四
百
九
十
二
名
の
児
童
・
生

徒
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、
 

見
事
な
歌
声
、
演
奏
を
披
露
し
て
い
ま

し
た
。
 

中
国
河
北
省
邸
県
か
ら
 

経
済
訪
日
代
表
団
五人
が
訪
問
 

巾
制
施
行
四
十
五
周
年
記念
事
業
 

N
H
Kのど自
慢
一一
十
年ぶ
りに
開催
 

五所川原市役所 合35-2111 5 平成11年12月 1日 
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己月の催し物案内 
ふるさと交流圏民セン夕一 
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TEL (33) 2111 
オルテンシア1 

日 曜巳 催 	し 	物 開演 入場料 日 曜日 催 	し 	物 開演 入場料 

大
 

ホ
 
ー
 
ル
 

に
J
  

一
 

 第33回歳末助け合い芸能祭 10:00 
前売 

500円 

小
 
本
雄
 

ー
 
ル
 
 

4
、
 
 

土
  

Music 	Concert 16:00 無 

ヌ
〕
 
 

水
  

シンポジウム「介護者の 

いのちと健康を考える」 
13:00 整理券 

19 日
  

第一・第二さっき保育園 

お遊戯会 
9:30 無 	料 

9
  

木
  

平成11年度 

整備主任者研修会 
13:30 

23 木
  

森内勇民謡第二編・ 

竹谷美和子演歌新曲 

合同発表会 

13:00 無 12 ［日
 

お遊戯会〔銀杏ケ丘保育園〕 9:20 無 	料 

18 土
  

クリスマスお遊戯会 

〔新宮団地保育園〕 
9:30 無 	料 

小
ホ
ー
ル
  

。
ノ］
  木

  

五所川原おやこ劇場 例会 

「音楽劇・ 

イソップランドの動物たち」 

18:30 会員券 

23 木
  

クリスマスコンサート 14:00 無 	料 

"”発 
にごフA l会 ●●，社会 

”

か
貫
り
 

ー
情
，
壮
パ
有
《
、
，
 

七
和
地
域
住
民
協
議
会
が
 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ運
動
推
進
協
会
 

理
事
長
賞
を
受
賞
 

七
和
地
域
住
民
協
議
会

（
松
山
典
七

郎
会
長
）
が
行
っ
て
い
る
 
「赤
ち
ゃ
ん

誕
生
記
念
事
業
」
と
「
広
報
七
和
ま
み

し
て
ら
が
あ
発
行
事
業
」
 
が
、コ
ミ
ユ

ニ
テ
ィ
づ
く
り
活
動
と
し
て
高
い
評
価

を
受
け
、
助
青
森
県
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運

動
推
進
協
会
よ
り
理
事
長
賞
を
受
賞
し
、
 

十

一
月
八
日
、
青
森
市
内
の
ホ
テ
ル
で

授
賞
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
 

同
協
議
会
で
は
、
こ
れ
ら
の
活
動
の

他
に
も
地
域
の
公
共
施
設
や
遺
跡
等
の

見
学
、
各
種
社
会
教
育
活
動
へ
の
取
組

み
な
ど
積
極
的
に
行
っ
て
お
り
、
こ
れ

ら
の
活
動
を
通
し
、
地
域
住
民
の
連
帯

意
識
の
高
揚
が
図
ら
れ
て
い
ま
す
。
 

十

一
月
十
二
日
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏

民
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
 
「
地域
福
祉
を

支
え
る
あ
な
た
の
愛
」
 
「
み
んな
で
広

げ
る
福
祉
の
輪
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
 

第
四
十
二
回
五
所
川
原
市
社
会
福
祉
大

会
が
開
催
さ
れ
、
市
社
会
福
祉
協
議
会

の
川
崎
亮

一
会
長
が
 「
み
んな
が
幸
せ

を
感
じ
な
が
ら
生
活
で
き
る
社
会
づ
く

り
を
目
指
し
、
こ
れ
か
ら
も
入
浴
介
護

や
食
事
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
積
極
的
に
進

め
て
い
く
」
と式
辞
を
述
べ
て
いま
し
た
。
 

同
大
会
は
、
社
会
福
祉
を
身
近
な
課

題
と
し
て
関
係
機
関
団
体
や
市
民
と
の

連
携
強
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催

さ
れ
た
も
の
で
、
 「
老後
の
楽
し
い
生

き
方
に
つ
い
て
」
 
と題
し
た
青
森
大
学

経
営
学
部
、
城
戸
幸
次
郎
助
教
授
に
よ

る
講
演
が
行
わ
れ
た
後
、
長
年
福
祉
活

動
や
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
で
貢
献
さ
れ
た

二
十
七
団
体
、
五
＋
三
人
に
表
彰
状
や
 

感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
 

曾

意
の
花
か
ご
口
 

、
社
会
福
祉
協
議
会
を
 

／
 

／
 
大
い
に
活
用
し
ま
し
ょ
う
、
 

社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
移
送
介

助
サ
ー
ビ
ス
、配
食
交
流
サ
ー
ビ
ス
、
 

ひ
と
り
暮
ら
J
高
齢
者
の
集
い
な
ど
、
 

み
ん
な
の
「
しあ
わ
せ
」
づく
り
に
役

立
つ
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

日
常
で
の
お
困
り
ご
と
な
ど
、
是

非
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

ー
ど
う
も
あ
り
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

ー
 

豊
か
な
地
域
福
祉
を
目
指
し
て
 

五
所
川
原
市
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
 

＠
市
美
術
館
建
設
促
進
期
成
会
へ
 

〇
七
和
地
域
住
民
協
議
会

（
松山
典
七
郎
会
長
）
廿
五
万
円
。
 

＠
市
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
生
活
協
同
組
合
コ
ー
プ
あ
お
も
り
（
市
田
緑
五
所
川
原
地
域
代
表
）
廿
四
千
円
。
 

〇
五
所
川
原
盆
栽
会
（
佐
々
木
治
会
長
）
廿
一
万
四
千
八
百
八
十
円
。
 



Oruf⑥rmat狗n 

1旧 
第
5
回
 

市
教
育
委
員
会
 
ス
ポ
ー
ッ
健
康
課
 

内
線

5
6
ー
 

除
雪
作
業
へ
の
協
力
に
つ
い
て
 

'
 

国
民
年
金
の
保
険
料
は
 

全
額
社
会
保
険
料
控
除
 

の
対
象
に
な
り
ま
す
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
1
、
2
1
3
 

確
定
申
告
の
時
期
が
近
づ
い
て
き
ま

し
た
。
 

平
成
1
1年
1
月
か
ら
1
2月
ま
で
の
間

に
納
め
ら
れ
た
保
険
料
は
、
 「
社会
保

険
料
控
除
」
と
し
て
全
額
が
所
得
か
ら

控
除
さ
れ
ま
す
。
 

申
告
で
き
る
の
は
、
平
成
1
1年
分
の

保
険
料
だ
け
で
は
な
く
、
過
去
に
未
納

に
な
っ
て
い
た
保
険
料
を
納
め
た
場
合

な
ど
、
平
成
1
1年
中
に
納
め
た
全
部
の

額
で
す
。
 

な
お
、
世
帯
主
の
保
険
料
だ
け
で
な
 
 

く
、
家
族
の
分
と
し
て
納
め
た
保
険
料
 

も
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。
 

◇
平
成
1
1年
の
保
険
料
額
 

定
額
保
険
料

（1
、
1
2月
）
 

月
額
1
3
3
0
0
円
×
1
2月
 

廿
1
5
9
6
0
0
円
 

◇
付
加
保
険
料
（
1
1
1
2月
）
 

月
額
1
3
7
0
0
円
×
1
2月
 

廿
1
6
4
4
0
0
円
 

「
今
月
の
行
政
相
談
日
 

市
民
課
 
内
線
2
2
0
 

●

1
2月
9
日
困
 
1
3時

、
1
5時
 

市
役
所
1
階
相
談
室
 

◇
担
当
相
談
員
 
阿
部
昭
雄
さ
ん
 

誰
で
も
気
軽
に
で
き
る
軽
ス
ポ
ー
ツ

で
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
 

ご
家
族
、
職
場
の
グ
ル
ー
プ
で
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ
い
。
 

●

1
2月
1
1日
田
 
受
付
8
時
3
0分
 

開
会
式
9
時
 
市
民
体
育
館
 

◇
競
技
種
目
 

①
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
 

②
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
 

③
チ
ャ
レ
ン
ジ
・
ザ
・
ゲ
ー
ム
 

④
ニ
チ
レ
ク
ボ
ー
ル
 

＠
フ
ー
ジ
ボ
ー
ル
卓
球
 

※
そ
の
他
、
公
開
種
目
と
し
て
い
ろ
い

ろ
な
軽
ス
ポ
ー
ツ
も
行
い
ま
す
。
 

ま
た
、
参
加
さ
れ
た
方
に
は
、
参
加

賞
を
差
し
上
げ
ま
す
。
 

冬
休
み
 

親
子
体
験
教
室
開
催
 

青
森
県
消
費

生
活
セ
ン

タ
ー
 

容
0
1
7
7
(
2
2)
3
3
3
8
 

●

平
成
1
2年
1
月
1
4日
岡
 

1
3時
3
0分
ー
1
5時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 
調
理
実
習
室
 

◇
テ
ー
マ
 

「親
子
で
作
る
簡
単
お
や
つ
」
 

乳
製
品
を
使
っ
て
簡
単
に
、
さ
ら
に

カ
ル
シ
ウ
ム
な
ど
の
栄
養
補
給
に
も

な
る
お
や
っ
作
り
を
学
び
ま
す
。
 

◇
講
師
 
明
治
乳
業
卿
東
北
事
業
本
部

◇
対
象
 
親
子

（小
学
生
と
そ
の
親
）
 

◇
定
員
 
1
5組
3
0名
 

◇
参
加
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
電
話
受
付
 
 

雪
の
シ
ー
ズ
ン
を
迎
え
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
 

し
ま
 
す
。
 

〇
屋
根
雪
や
屋
敷
内
の
雪
は
、
道
路
に
出
さ
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

〇
路
上
駐
車
は
作
業
上
支
障
が
あ
る
た
め
、
駐
車
し
な
い
で
く
だ
さ
い
り
 

〇
路
上
に
あ
る
車
両
乗
り
上
げ
用
鉄
板
等
は
、
事
故
発
生
の
原
因
と
な
る
た
め
、
 

冬
期
間
は
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
ご
み
は
指
定
日
の
日
時
、
場
所
を
守
っ
て
く
だ
さ
い
。
 

〇
融
雪
期
の
水
害
の
原
因
と
な
る
た
め
、水
路
に
は
雪
を
捨
て
な
い
で
く
だ
さ
い
。
 

〈
雪
置
場
の

設
置
に

つ
い
て
〉
 

排
雪
し
た
雪
の
搬
入
場
所
と
し
て
、
例
年
ど
お
り
、
岩
木
川
右
岸
（高
瀬
地
区
）
 

に
雪
置
場
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
な
お
、
雪
置
場
ま
で
の
通
路
区
間
は
事
故
が
起

き
な
い
よ
う
最
徐
行
し
て
く
だ
さ
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。
 

12月28日火は 
市（県）民税第4期 
国民健康保険税第6期 

の納期限です 

お手元の納付書を確認し、 
期限内に納めましよう。 
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シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「介
護
者
の

い
の
ち
と
健
康
を
考
え
る
」
 

成
人
式
の
 

お
知
ら
せ
 

市
教
育
委
員
会
 
生涯
学
習
課

内
線
5
5
5
・
5
5
6
 

市
内
の
対
象
者
に
は
、
1
2月
中
旬
に

ハ
ガ
キ
で
通
知
し
ま
す
。
 な
お
、
学
校

や
仕
事
の
都
合
で
市
外
に
居
住
し
て
お

ら
れ
る
市
出
身
者
の
方
の
参
加
も
歓
迎

い
た
し
ま
す
の
で
、
参
加
を
希
望
さ
れ

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

●

平
成
1
2年
1
月
1
0日
回
 
1
4時

、
 

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
大
ホ
ー
ル
 

◇
受
付
時
間
 

1
3時

、
1
3時
5
0分

（
時
間厳
守
）
 

◇
対
象
者
 

昭
和
5
4年
4
月
2
日
か
ら
昭
和
5
5年
 

4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
 

、
は
たち
の
主
張
 

ノ
 

／
 

発
表
者
募
集
、
 

選
ば
れ
た
方
に
は
、
成
人
式
当
日
に
 

発
表
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

◇
テ
ー
マ
 

成
人
式
を
迎
え
る
に
あ
た
っ
て
感
じ
 

て
い
る
こ
と
、
決
意
な
ど
。
 

◇
発
表
時
間
 

約
5
分
（
原
稿
用
紙
2
枚
程
度
）
 

◇
応
募
資
格
 

新
成
人
（
昭
和
5
4年
4
月
2
日
か
ら
 

昭
和
5
5年
4
月
1
日
ま
で
に
生
ま
れ
 

た
方
）
 

◇
応
募
期
限
 
1
2月
1
0日
団
 

働
＜
婦
人
の
家

生
活
講
座
 

受
講
生
募

集
 

市
働

く
婦
人

の
家
 

費
（
3
5)
8
8
9
8
 

〔
男
の
料
理

教
室
（
お
正
月
料
理
）
〕
 

● 1
2月
1
5日
困
1
8時
3
0分

、
2
0時
3
0分
 

◇
講
師
 
三
森
敬
子
さ
ん
 

〔
郷
土
の
味

・
家
庭
料
理
教
室
〕
 

●

1
2月
1
8日
田
9
時
3
0分

ー
1
2時
3
0分

◇
講
師
 
竹
林
恵
子
さ
ん
 

〔
お菓
子
作
り
教
室
〕
 

み
ん
な
で

作

ろ
う
 

ク

リ
ス
マ
ス
ケ

ー
キ
 

●

1
2月
2
2日
困
9
時
契
万

、
1
2時
契

万

◇
講
師
 
米
谷
美
智
子
さ
ん
 

〔
お正
月
花
教
室
〕
 

●

1
2月
2
7日
回
 
1
0時

、
1
2時

◇
講
師
 
鈴
木
は
つ
魚
さ
ん
 

地
場
企
業
の
皆
さ
ん
 

工
業
団
地
に
進
出
し
ま
せ
ん
か
 

商
工
観
光
課
 

内
線

3
9
4
 

市
で
は
、
若
年
層
の
働
く
場
を
確
保

す
る
た
め
、
企
業
誘
致
活
動
を
積
極
的

に
展
開
し
て
お
り
ま
す
。
 

企
業
経
営
に
意
欲
の
あ
る
方
で
、
現

在
稼
働
中
の
工
場
が
老
朽
化
も
し
く
は

狭
院
等
で
新
規
ま
た
は
増
設
を
希
望
さ

れ
て
い
る
地
場
企
業
の
方
々
の
ご
連
絡

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

◇
計
画
主
体
 
青
森
県
 
 

◇
事
業
主
体
 
市
土
地
開
発
公
社

◇
導
入
業
種
 
電
気
機
械
器
具
製
」業

一
般
機
械
器
具
製
造
業
、
食
料
品
製

造
業
、
そ
の
他
の
製
造
業
、
道
路
貨

物
運
送
業
、
こ
ん
包
業
、
卸
売
業

◇
給
排
水
及
び
電
力
 

・

上
水
道
 
布
設
済
み
 

・

電
力
 
引
き

込
み
可
能
 

・

排
水
 
自
己

処
理
後
、
松
野
木
 

川
に
放
流
 

◇
分
譲
面
積
 2
0
0
0
 
2
m
以
上
 

◇
分
譲
価
格
  1
0
4
0
0
円
前
後
イ
m
 

◇
優
遇
措
置
 

①
固
定
資
産
税
の
課
税
免
除
 

②
固
定
資
産
税
の
不
均
一
課
税
 

③
工
場
用
地
取
得
助
成
金
 

※
詳
細
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽
に
お
問
 

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

あ
た
た
か
い
介
護
が
で
き
る
地
域
社

会
づ
く
り
の
た
め
に
、
介
護
す
る
人
の

休
養
と
健
康
づ
く
り
を
今
か
ら
考
え
ま

し
ょ
う
。
 

●

1
2月
8
日
困
 
開
場
1
2時

オ
ル
テ
ン
シ
ァ
 
小
ホ
ー
ル

◇
内
容
 

・

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
 

1
3時

、
1
4時
 
 

・

映
画
上
映
 

「
地球
交
響
曲
 

ガ
イ
ア
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
第
三
番
」
 

1
4時
1
0分

、
1
6時
2
5分
 

◇
入
場
料
 
無
料
 

※
詳
し
く
は
、
お
電
話
に
て
お
問
い
合
 

わ
せ
く
だ
さ
い
。
 

青
森
県
弁
護
士
会
 

西
北
五
法
律
相
談
セ
ン
タ
 

青
森
県

弁
護
士
会
 

合
0
1
7
7

(7
7)
7
2
8
5
 

●

毎
週
火
曜
日
 
1
3時

、
1
5時
3
0分

五
所
川
原
商
工
会
館
 
2
階
 

※
た
だ
し
、
1
2月
2
8日
因
及
び
火
曜
日

が
祝
祭
日
と
な
る
日
は
お
休
み
と
な

り
ま
す
。
 

◇
相
談
料
 

相
談
時
間
3
0分
間
に
つ
き
5
0
0
0
円

※
た
だ
し
、
無
資
力
者
に
つ
いて
は
「
法

律
援
助
相
談
」
と
し
て
無
料
と
し
ま

す
の
で
、
申
し
込
む
際
に
お
申
し
出

く
だ
さ
い
。
 

◇
申
込
方
法
 

青
森
県
弁
護
士
会
へ
お
電
話
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
0
な
お
、
手
紙

・

フ
ァ
ッ
ク
ス
の
場
合
は
 
「
氏名
、
住

所
、
電
話
番
号
」
を
明
記
し
て
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
 

・

青
森
県
弁
護
士
会
 

青
森
市
長
島
一
丁
目
3
お
 

F
A
X
O
l
7
7
(2
2)
3
1
8
1
 

出
稼
労
働
者
の
意
識
調
査
 

に
つ
い
て
の
お
願
い
 

青
森
県
職
業
安
定
課
 

青
森
県
で
は
、
助
青
森
県
出
稼
協
会

を
通
じ
て
今
回
出
稼
労
働
者
の
意
識
調

査
を
実
施
し
ま
す
。
 

な
お
、
こ
の
調
査
で
調
べ
た
事
柄
を

他
に
漏
ら
し
た
り
、
出
稼
解
消
策
策
定

以
外
の
目
的
に
は
使
う
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
の
で

（例
え
ば
税
金
な
ど
）
、あ
り

の
ま
ま
を
ご
記
入
く
だ
さ
る
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。
 

◇
家
施
期
間
 

平
成
1
1年
1
2月
1
5日
困
 

ー
平
成
1
2年
1
月
1
4日
圏
 

平
成
1
2年
 

新
年
名
刺
交
換
会
 

総
務
課
 

内
線
4
0
2
 

●

平
成
1
2年
1
月
1
日
田
 
1
1時
 

ホ
テ
ル
サ
ン
ル
ー
ト
五
所
川
原
2
階
 

◇
会
費
 
3
0
0
0
円
（
申
込
と
同
時
 

に
納
入
を
お
願
い
し
ま
す
）
 

◇
申
込
締
切
 
1
2月
2
0日
卿
 

◇
中
込
先
 

市
総
務
課
（
内
線
4
0
2
)
 

五
所
川
原
商
工
会
議
所
 
。
（

3
5)
21
 
21
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
市
、
五
所
川
原
商
 

工
会
議
所
、
ご
し
ょ
が
わ
ら
市
農
業
 

協
同
組
合
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健

康

相
談
 

◇
内
容
 

心
の
相
談
、
病
気
の
相
談
、
血
圧
測
 

定
等
保
健
婦
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。
 

◇
持
参
す
る
も
の
 

健
康
手
帳
（
お
持
ち
の
方
）
 

ー
各
地
区
で

の
 

身
も
心
も
さ
っ

ぱ
り
す
る
 

健
康
相
談
ー
 

●

1
2月
1
3日
回
 
1
3時

、
1
5時

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
し
き
し
ま
 

●

1
2月
1
3日
回
 
1
3時

、
1
4時
3
0分

尻
無
集
会
所
 

●

1
2月
1
4日
因
1
1時
3
0分

5
1
2時
3
0分

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ハ
ウ
ス
原
子
 

●

1
2月
1
5日
困
 
1
3時
、
1
5時

新
宮
集
会
所
 

●

1
2月
1
7日
国
 
1
0時
3
0分
、
1
2時

石
畑
集
会
所
 

●

1
2月
2
0日
回
 
1
0時
3
0分

、
1
2時

唐
笠
柳
 
新
井
保
健
協
力
員
宅
 

●
1
2月
2
0日
同
 
1
3時

、
1
4時
3
0分

沖
飯
詰
集
会
所
 

●

1
2月
2
2日
困
 
1
0時

、
1
2時

高
野
文
化
セ
ン
タ

ー
 

●

1
2月
2
2日
困
 
1
0時
3
0分

、
1
2時
 

桜
田
集
会
所
 

コ
保
健
セ
ン
タ

ー
で
の
 

ゴ
 

F
 

成
人
の
相
談
日

L
 

●

1
2月
8
日
困
 

1
0時

、
1
2時

・
1
3時

、
1
5時
 

市
働
く
婦
人
の
家

・
保
健
セ
ン
タ

ー
 

1
2月
1
日
ー
3
1日
は
 

骨
髄
バ
ンク
推
進
月
間
です
 

骨
髄
バ
ン
ク
に
ご
登
録
く
だ
さ
い

白
血
病
、
再
生
不
良
性
貧
血
、
先
天

性
免
疫
不
全
症
な
ど
の
難
病
に
苦
し
ん

で
い
る
人
達
が
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
病

気
は
“
骨
髄
移
植
）
と
呼
ば
れ
る
最
新

医
療
で
治
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
 

し
か
し
、
こ
の
治
療
法
に
ど
う
し
て

も
必
要
な
骨
髄
液
を
提
供
し
て
下
さ
る

方
が
ま
だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。
 

あ
な
た
の
愛
と
勇
気
と
や
さ
し
さ
で

救
う
こ
と
が
で
き
る
命
が
あ
る
の
で
す
。
 

ロ 

圃
昆
サ
 

平
成
1
2年
度
 

県
立
木
造
高
等
技
術
 

専
門
校
生
募
集
 

県
立
木
造
高

等
技

術
専
門
校
 

費
（
4
2)
2
4
2
4
 

へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
願
書
は
公
共
職
業
安
定
所
に
 

用
意
し
て
あ
り
ま
す
。
 

外
国
の
 

正
月
料
理
教
室
 

◇
募
集
人
員
 
熔
接
科
・
建
築
科
 

・

配
管
科
 
各
2
0名
 

◇
募
集
期
間
 

平
成
1
2年
1
月
5
日

、
2
月
2
4日
 

◇
訓
練
期
間
 

平
成
1
2年
4
月
よ
り
1
年
間
 

◇
応
募
資
格
 
離
転
職
者
な
ど
で
再
就
 

職
の
た
め
、
職
業
に
必
要
な
技
能
と
 

知
識
を
習
得
し
た
い
方
。
 
（年
齢
、
 

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
正
月
を
楽
し

く
す
る
中
国
料
理
と
、
イ
ギ
リ
ス
の

伝
統
的
な
ョ
ー
ク
シ
ャ
プ
テ
ィ
ン
グ

を

一
緒
に作
り
ま
せ
ん
か
。
 

性
別
は
間
い
ま
せ
ん
）
 

語
学
の
心
配
は
不
要
で
す
。
 

◇
応
募
手
続
 
願
書
に
必
要
事
項
を
記
 
◇
会
費
 
1
0
0
0
円
 

入
し
、
最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所
 
◇
申
込
締
切
 
1
2月
1
0日
国
 

× 

五
所
川
原
市
国
際
交
流
市
民
の
会
 

。
（3
5)
6
3
6
8
 

●

1
2月
1
9日
同
 
1
3時

、
1
5時
3
0分
 

市
中
央
公
民
館
 
調
理
室
 

◇
内
容
 
外
国
の
方
々
よ
り
直
接
指
導
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ー交通安全は家庭から

交通事故概要 

）内は、前年対比 

青森県内 五所川原警察署管内 

発
 
生
  

7,628 
(+ 310) 

312 
(-5) 

死
 
者
  

108 
(-9) 

8 
(+1) 

傷
 
者
  

9,120 
(+ 353) 

377 
（一18) 

運転は ゆったりハートに 
しっかりベルト 

毎月1日は、県民交通安全の日 

五所川原市交通安全対策協議会
五 所 川 原 警 察 署 

,
 

〈
骨
髄
提供
者
に
な
れ
る
方
〉
 

・

2
0歳
か
ら
5
0歳
ま
で
の
健
康
な
方
 

・

骨
髄
提
供
の
内
容
を
十
分
理
解
し
て

い
る
方
 

・

体
重
が
男
性
4
5キ
ロ
、
女
性
4
0キ
ロ

以
上
の
方
 

・

骨
髄
提
供
に
つ
い
て
家
族
の
同
意
を
 

得
て
い
る
方
 

◇
登
録
な
ど
の
お
間
い
合
わ
せ
先
 

助
骨
髄
移
植
推
進
財
団
 

か
0
1
2
0
(3
7
7
)
46
5
 

み
ん
な
の
健
康
教
室
 

●

1
2月
2
4日
岡
 
1
3時

、
1
4時
 

市
保
健
セ
ン
タ
1
 
3
階
ホ
ー
ル
 

◇
テ
ー
マ
 

「
虚血
性
心
疾
患
に
つ
い
て
」
 

◇
講
師
 
西
北
中
央
病
院
第
二
内
科
 

浄
井
通
彦
先
生
 

◇
主
催
 

北
五
医
師
会
・
市
民
保
健
協
議
会
 

献
血
の
こ
案
内
 

●

1
2月
1
4日
因
 
1
0時

、
1
0時
4
0分
 

N
c
ア
パ
レ
ル
株
式
会
社
 

藻
川
工
場
前
 

●

1
2月
1
4日
因
 
1
1時

、
1
1時
3
0分

藻
川
コ
ミ
ュニ
テ
ィ消
防
セ
ン
タ
ー
前
 

●

1
2月
1
4日
因
 
1
3時
、
1
5時
3
0分

白
生
会
胃
腸
病
院
敷
地
内
 



一
一
一
一
一
一
一
一

一
」
 一

一
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I・ 
・藤貴美雄副会長（左） 

一 し， 

五
所
川
原
 

ね
ぷ

た
曜
子

保
存
ム
云
 

市内各町内に伝わるねぶた唯子を、絶やす

ことなく伝えていきたい。そんな気持ちから

お祭り好きの有志が集い今年10月23日に結成

された、五所川原ねぶた唯子保存会（会員20 

名）の皆さんを紹介します。 

同会では、東京ドームで行われた活彩あお

もり大祭典に参加するため、市中央公民館で 

5日間の集中練習を行いました。 「東京ドー 

ムでの演奏時間は15分間、肩や腕が疲れて下

がらないよう、体力と気力を充実させて本番

に臨みます。それと、みんなの呼吸がぴった

りあうようにも心がけています」 と語ってく

れた前田義明会長。 練習場には、本番さなが

らの熱い演奏と 「ヤッテマレ、ヤッテマレ」 

の掛け声が響いていました。 

「立侵武多だけでなく、町内ねぶたも盛り

上げていきたい。そのためにも正調ねぶた唯

子だけでなく、各町内に伝わる唯子を伝えて

いきたいと思っています」 という同会では、 

只今会員を募集中です。「私達は出発点に立っ

たばかり、これからの団体です。 ですから気

負いなくいろんな人に参加してほしいですね」 

と最後に語ってくれました。 

五所川原ねぷた曜子保存会 会員募集 
連絡先容35-21 1l 内線392 事務局ノ堀内まで 

※同会の活躍も含めて、東京ドームでの活彩

あおもり大祭典の様子は12月15日号で紹介

いたします。 

青じそ 

ノ 

作り方 

①さんまは頭と内臓を除き、2つに切る。薄 

く小麦粉をまぶし、油をしいたフライパン 

で両面を焼く。 

②調味料aは混ぜておき、焼けたさんまにから 

めて、煮詰まったら火を止める。 

③皿に青じそをひいてさんまを盛る。 
\ 

             

' 
	

医 

ni日 曜日 医療機関名 医療機関所在地 電話 

m
  

日
  

医）康正会 
楠美泌尿器科クリニック 五所川原市字鎌谷町164-3 35-8250 

m
  

ロ
］
 
 

永田小児科内科医院 五所川原市大字吹畑字 
藤巻113-5 

34-5611 

m
  

〔日
  

（医）尚友会 
自戸胃腸科外科病院 

五所川原市字栄町64-1 34-6211 

※注 1．対応時間 9:OO-17:OO（電話で確認してから）。 
2．その他、消防署（救急医院案内廿34-4999）で
紹介します。 

はつらつ女性課 内線237 

お
父
さ
ん
と
親
子
で
参
加
す
る
中
村

優
樹
く
ん
。
「東
京
ド
ー
ム
で
演
奏
す

る
の
は
ち
ょ
っ
と
緊
張
す
る
な
あ
。け

ど
演
奏
は
楽
し
い
」
と
練習
に
熱
中
ノ
 

アーマ 

男性のための
料理教室献立 

五所川原市食生活改善推進員会 

ぶつ切りさんまのかば焼き1 
材料（4人分） 

さんま 	4尾 

小麦粉 	大さじ2 

サラダ油 

‘しょう油大さ引と1/3 

Iみりん 大さじ1と1/3 
a、 
ー~さとう ひとつまみ 

り酉 	大さじ1と1/3 

青じそ 	4枚 

ン
」
 

あっという間にでき

るかば焼きです。さん

まの油は生活習慣病を

予防することで知られ

ていますが、加熱する

と約2割が流れ出まt 

でも、この調理法な

らまぶした小麦粉が吸

収してくれます。おい

しくて魚離れも解消し

そうです。 
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